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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成20年1月31日(2008.1.31)

【公表番号】特表2007-513802(P2007-513802A)
【公表日】平成19年5月31日(2007.5.31)
【年通号数】公開・登録公報2007-020
【出願番号】特願2006-541757(P2006-541757)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/32     (2006.01)
   Ａ２３Ｂ   7/00     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  81/26     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  85/50     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  88/16     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  90/48     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  65/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  27/32    　　　Ｅ
   Ａ２３Ｂ   7/00    １０１　
   Ｂ６５Ｄ  81/26    　　　Ｈ
   Ｂ６５Ｄ  85/50    　　　Ｃ
   Ｂ６５Ｄ  85/50    　　　Ｇ
   Ｂ６５Ｄ  88/16    　　　　
   Ｂ６５Ｄ  90/48    　　　Ｚ
   Ｂ６５Ｄ  65/40    　　　Ａ
   Ｂ６５Ｄ  65/40    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成19年11月30日(2007.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（i）溶融ポリオレフィンの結合層を吸水性層に適用する処理と、
（ii）（i）の生成物を状況に応じて圧力に晒す処理と、
（iii）ポリオレフィンの外側層を前記結合層に適用する処理と、
（iv）（iii）の生成物を圧力に晒す処理と、
（v）これらの処理のされた材料を冷却させる処理と、
を有し、
　前記ポリオレフィンの結合層を部分的に前記吸水性層に含浸する、包装材料の製造方法
。
【請求項２】
　前記外側層及び／又は前記結合層には、押出処理が適用され、
　前記圧力は、前記外側層及び前記結合層を貫通するニップポイントを介して印加され、
　前記外側層及び前記結合層は、前記ニップポイントで、又はその近傍で、固体を形成す
る、請求項１に記載の包装材料の製造方法。
【請求項３】
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　前記圧力は、約４００ｋＰａから約８００ｋＰａである、請求項１又は請求項２に記載
の包装材料の製造方法。
【請求項４】
　水蒸気透過性内側層を前記吸水性層に接着する処理をさらに有し、
　前記水蒸気透過性内側層は、前記吸水性層中の液体水に実質的に不透性である、請求項
１から請求項３のいずれか一項に記載の包装材料の製造方法。
【請求項５】
（i）液体水及び水蒸気不透性の外側層、
（ii）吸水性層、
（iii）前記外側層と前記吸水性層とを接着する結合層、
（iv）前記吸水性層中の液体水に対して実質的に不透性の水蒸気透過性内側層、
を備え、前記結合層は、吸水性層を部分的に浸透させる、包装材料。
【請求項６】
　前記水蒸気透過性層は、前記吸水性層に接着している、請求項５に記載の包装材料。
【請求項７】
　前記外側層は、石油化学又は植物性の有機カーボンを含む、請求項５又は請求項６に記
載の包装材料。
【請求項８】
　前記外側層及び／又は前記結合層は、ポリエチレン、ポリ塩化ビニル、ポリプロピレン
、及び、これらの混合物である、請求項５から請求項７のいずれか一項に記載の、又は請
求項１から請求項４のいずれか一項に記載の製造方法によって製造される、包装材料。
【請求項９】
　前記外側層及び前記結合層は、同一の組成である、請求項５から請求項８のいずれか一
項に記載の、又は請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の製造方法によって製造さ
れる、包装材料。
【請求項１０】
　前記結合層は、約５ミクロンから約１０ミクロンの厚さである、請求項５から請求項９
のいずれか一項に記載の、又は請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の製造方法に
よって製造される、包装材料。
【請求項１１】
　前記外側層は、約１５ミクロンから約３０ミクロンの厚さである、請求項５から請求項
１０のいずれか一項に記載の、又は請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の製造方
法によって製造される、包装材料。
【請求項１２】
　前記吸水性層は、少なくとも単位平方メートル当たり５０ｇ以上の水を吸収可能である
、請求項５から請求項１１のいずれか一項に記載の、又は請求項１から請求項４のいずれ
か一項に記載の製造方法によって製造される、包装材料。
【請求項１３】
　前記吸水性層は、約６０ミクロンから約９５ミクロンの厚さを有している、請求項５か
ら請求項１２のいずれか一項に記載の、又は請求項１から請求項４のいずれか一項に記載
の製造方法によって製造される、包装材料。
【請求項１４】
　前記内側層は、疎水性ポリオレフィンを備える、請求項５から請求項１３のいずれか一
項に記載の、又は請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の製造方法によって製造さ
れる、包装材料。
【請求項１５】
　前記疎水性ポリオレフィンは、スパンボンドのポリプロピレンである、請求項１４に記
載の包装材料。
【請求項１６】
　前記内側層は、その表面領域の５％未満の領域で、前記吸水性層と接着している、請求
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項５から請求項１５のいずれか一項に記載の、又は請求項４に記載の製造方法によって製
造される、包装材料。
【請求項１７】
　機械的強度を提供して、前記外側層に接触する、支持層をさらに備えている、請求項５
から請求項１６のいずれか一項に記載の、又は請求項１から請求項４のいずれか一項に記
載の製造方法によって製造される、包装材料。
【請求項１８】
　生鮮製品を貯蔵及び／又は輸送する方法であって、
　請求項５から請求項１７のいずれか一項に記載の、又は請求項１から請求項４のいずれ
か一項に記載の製造方法によって製造される、包装材料中に前記製品を挿入する処理、又
は、前記包装材料で前記製品を実質的に包装する処理、を備える、方法。
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